
○　新製品・新技術の開発　－バッテリーパック減圧弁－
　　�　EV車に搭載されるリチウムイオンバッテリーに異常が発生した際、車両への

被害を軽減するために開発された減圧弁が、2018年6月から量産化されました。
　　�　バッテリーに異常が発生した際、パック内の急激な圧力上昇を抑え、車両�

への被害を軽減する機能を有しています。
　　�　この製品は、完成状態で全数特性検査を実施することで、製品の個体識別番号
から完全なトレーサビリティ管理を実現しております。

　　�　今後、EV車が普及する中で、このような安全装置の需要は増え、さらなる�
拡販が見込まれます。

○　非自動車分野へのビジネス拡大　－鉄道業界へのチャレンジ－
　　�　自動車のシートのリクライニング機能に使用される、渦巻きばねの技術を�

活かし、鉄道向け製品の開発にも取り組んでおります。
　　�　電車に電力を供給する架線の、張力を保つために使用される、巨大渦巻きばね

の商品化を進めております。
　　�　鉄道のレール締結用板ばねとともに、非自動車分野へも積極的に受注活動
を進めてまいります。

株主メモ

株式情報 （平成30年9月30日現在）

所有者別
株式分布状況

事 業 年 度

定 時 株 主 総 会

基 準 日

公 告 方 法

4月１日から翌年3月31日まで

6月

定時株主総会の議決権　3月31日

期末配当　　　　　　　3月31日

中間配当　　　　　　　9月30日

電子公告
決算公告に代えて、貸借対照表および
損益計算書は、金融商品取引法に基づ
く有価証券報告書等の開示書類に関す
る電子開示システム（EDINET）にて開
示しております。

※

株 主 名 簿 管 理 人

       （連絡先）

特別口座の口座管理機関

単 元 株 式 数

証 券 コ ー ド

上 場 取 引 所

三井住友信託銀行株式会社

100株

5992

東京証券取引所、名古屋証券取引所

三菱UFJ信託銀行株式会社

　三菱UFJ信託銀行株式会社 証券代行部

　東京都府中市日鋼町1-1

　電話 0120-232-711（通話料無料）

　郵送先 〒137-8081

 新東京郵便局私書箱第29号

 三菱UFJ信託銀行株式会社 証券代行部

発行可能株式総数　
発行済株式総数　
株主数

20,000,000 株
6,385,599 株

3,554 名

株式の状況

大株主

1,539

478

309

308

304

227

170

161

139

131

24.58

7.64

4.93

4.93

4.86

3.62

2.72

2.57

2.22

2.09

金融機関

証券会社

その他国内法人

個人・その他
18.2%

外国法人

株　主　名 持株数（千株） 出資比率（％）

トヨタ自動車株式会社

愛知製鋼株式会社

中発取引先持株会

株式会社三菱UFJ銀行

株式会社三井住友銀行

東京海上日動火災保険株式会社

第一生命保険株式会社

日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社（信託口）

日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口）

あいおいニッセイ同和損害保険株式会社

28.6%

0.4%

47.1%

5.7%

（注）出資比率は、自己株式（122,830株）を控除して計算しております。

株主の皆様には、平素は格別のご高配を賜り、厚くお礼
申し上げます。
当社第96期中間期（平成30年４月１日から平成30年
９月30日まで）の事業の概況につきましてご報告申し
上げます。

平成30年11月

当中間期の概況

　当第２四半期連結累計期間における国内自動車生
産台数は、相次ぐ自然災害の影響により、前年同四半
期と比べ、減少いたしました。海外においては、北米の
コントロールケーブルの需要減少、インドネシアにお
ける売上高減少があったもの、引き続き好調な中国お
よびタイの売上高増加により、海外拠点全体での売上
高はほぼ横ばいとなりました。
　このような状況下において、当社グループでは将来
に向けた持続的な発展を目指し、既存製品の競争力強
化に加え、新製品・新技術の開発、異業種への積極的参
入に取り組んでおります。さらに上記のような新たな
市場の要請に確実に応えることができるよう、経営体
制の強化や社内組織の統廃合、現有戦力を最大活用で
きる人事制度改革を進め、従業員を含めたすべてのス
テークホルダーが夢と誇りを持てる企業を目指して
まいります。
　技術面におきましては、自動車の電動化や自動運転

技術に対応した製品などの技術開発をさらに強化し
て、商品力の向上を進めてまいります。
　生産技術面では新規業種、新製品に対応できるよ
う、より高度でコンパクト、高効率の設備・工程開発を
進めております。
　海外事業につきましては、自動車メーカーをはじめ
とした市場の海外シフト拡大に追従し、生産拡大はも
とより、部品・材料調達、営業拠点の現地化を推進して
おります。
　また、拡販活動としては、昨年に引き続き、鉄道関係な
どの非自動車製品の開発・拡販活動を、進めてまいります。
　当社グループを取り巻く経営環境は、依然として厳しい
状況が続くものと予想されますが、“One Team !! ”を合
言葉にグループ一丸となって、競争力を高め、既存分野
の売上拡大、新分野への拡販にチャレンジしていきます。
　株主の皆様におかれましては、今後も一層のご支援
とご指導を賜りますようお願い申し上げます。

代表取締役社長 髙江　曉

株主の皆様へ

　当社のビジネス拡大に向け、グループ一丸となった拡販活動と、競争力強化の
取り組みを紹介いたします。

ビジネス拡大への取り組み

競争力強化への取り組み
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株主の皆様へ

シートリクライニング用
渦巻きばね

鉄道用巨大
渦巻きばね

バッテリーパック減圧弁

「その技術で次なるステージへ」

証券コード：5992

技 術 と 情 熱 が 創 り 出 す 価 値 あ る 商 品 を 未 来 へ 世 界 へ

第96期中間報告書
平成30年４月１日 ▲ 平成30年９月30日
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株式の状況

大株主

1,539

478

309

308

304

227

170

161

139

131

24.58

7.64

4.93

4.93

4.86

3.62

2.72

2.57

2.22

2.09

金融機関

証券会社

その他国内法人

個人・その他
18.2%

外国法人

株　主　名 持株数（千株） 出資比率（％）

トヨタ自動車株式会社

愛知製鋼株式会社

中発取引先持株会

株式会社三菱UFJ銀行

株式会社三井住友銀行

東京海上日動火災保険株式会社

第一生命保険株式会社

日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社（信託口）

日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口）

あいおいニッセイ同和損害保険株式会社

28.6%

0.4%

47.1%

5.7%

（注）出資比率は、自己株式（122,830株）を控除して計算しております。

株主の皆様には、平素は格別のご高配を賜り、厚くお礼
申し上げます。
当社第96期中間期（平成30年４月１日から平成30年
９月30日まで）の事業の概況につきましてご報告申し
上げます。

平成30年11月

当中間期の概況

　当第２四半期連結累計期間における国内自動車生
産台数は、相次ぐ自然災害の影響により、前年同四半
期と比べ、減少いたしました。海外においては、北米の
コントロールケーブルの需要減少、インドネシアにお
ける売上高減少があったもの、引き続き好調な中国お
よびタイの売上高増加により、海外拠点全体での売上
高はほぼ横ばいとなりました。
　このような状況下において、当社グループでは将来
に向けた持続的な発展を目指し、既存製品の競争力強
化に加え、新製品・新技術の開発、異業種への積極的参
入に取り組んでおります。さらに上記のような新たな
市場の要請に確実に応えることができるよう、経営体
制の強化や社内組織の統廃合、現有戦力を最大活用で
きる人事制度改革を進め、従業員を含めたすべてのス
テークホルダーが夢と誇りを持てる企業を目指して
まいります。
　技術面におきましては、自動車の電動化や自動運転

技術に対応した製品などの技術開発をさらに強化し
て、商品力の向上を進めてまいります。
　生産技術面では新規業種、新製品に対応できるよ
う、より高度でコンパクト、高効率の設備・工程開発を
進めております。
　海外事業につきましては、自動車メーカーをはじめ
とした市場の海外シフト拡大に追従し、生産拡大はも
とより、部品・材料調達、営業拠点の現地化を推進して
おります。
　また、拡販活動としては、昨年に引き続き、鉄道関係な
どの非自動車製品の開発・拡販活動を、進めてまいります。
　当社グループを取り巻く経営環境は、依然として厳しい
状況が続くものと予想されますが、“One Team !! ”を合
言葉にグループ一丸となって、競争力を高め、既存分野
の売上拡大、新分野への拡販にチャレンジしていきます。
　株主の皆様におかれましては、今後も一層のご支援
とご指導を賜りますようお願い申し上げます。

代表取締役社長 髙江　曉

株主の皆様へ

　当社のビジネス拡大に向け、グループ一丸となった拡販活動と、競争力強化の
取り組みを紹介いたします。

ビジネス拡大への取り組み

競争力強化への取り組み

0
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売上高

為替レート

中間期 通期

（単位:億円）

0
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10

営業利益
中間期 通期

（単位:億円）

（単位:億円）経常利益

△10

40

30

20

10

0

中間期 通期

（単位:億円）親会社株主に帰属する当期純利益

△10
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20

10

中間期 通期

（単位:USD/JPY）
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35.0

14.5

22.5

9.4

34.0

20.8

33.5

815

30/3期

H28/3期

H28/3期

H28/3期

H28/3期

29.2

29/3期

29/3期

29/3期

29/3期

30/3期

15.0

411

835

0.1

12.6

△1.6

4.3

△2.3

30/3期

30/3期

120 108

392

31/3期

27.3

11.7

31/3期

7.2

21.1

5.1

31/3期

31/3期

（予想）

404

11.6

12.8

7.0

110111

（予想）

（予想）

（予想）

（予想）

836

33.5

連結決算ハイライト

0

株主の皆様へ

シートリクライニング用
渦巻きばね

鉄道用巨大
渦巻きばね

バッテリーパック減圧弁

「その技術で次なるステージへ」

証券コード：5992

技 術 と 情 熱 が 創 り 出 す 価 値 あ る 商 品 を 未 来 へ 世 界 へ

第96期中間報告書
平成30年４月１日 ▲ 平成30年９月30日
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（単位:億円）売上高

日本
（単位:億円）売上高

北米

（単位:億円）売上高

中国
（単位:億円）売上高

アジア

中間期 通期 中間期 通期

中間期 通期 中間期 通期

平成31年3月期 第2四半期

連結貸借対照表 製品別売上構成

30.9.30現在科　　目 当第2四半期末
30.3.31現在
前期末

〔資産の部〕

　流動資産

　固定資産

資産合計

〔負債の部〕

　流動負債

　固定負債

負債合計

〔純資産の部〕

　株主資本

　その他の包括利益累計額

　非支配株主持分

純資産合計

負債純資産合計

38,954

48,896

87,851

21,885

7,403

29,288

44,949

9,780

3,831

58,562

87,851

35,959

50,395

86,354

16,825

9,919

26,744

45,512

10,302

3,794

59,609

86,354

（単位：百万円）

連結損益計算書 連結キャッシュ・フロー計算書

30.4.1～30.9.30科　　目 当第2四半期累計
29.4.1～29.9.30
前第2四半期累計

売上高
　売上原価
売上総利益
　販売費及び一般管理費
営業利益
　営業外収益
　営業外費用
経常利益
　特別損失
税金等調整前四半期純利益
　法人税、住民税及び事業税
　法人税等調整額
四半期純利益
　非支配株主に帰属する四半期純利益
親会社株主に帰属する四半期純利益

40,010
34,914
5,095
4,067
1,028

595
167
1,456

2
1,454

292
96

1,065
124
940

40,410
35,138
5,271
4,109
1,162

330
210
1,281

80
1,201

236
238
726
26
700

（単位：百万円）

30.4.1～30.9.30科　　目 当第2四半期累計
29.4.1～29.9.30
前第2四半期累計

営業活動によるキャッシュ・フロー

投資活動によるキャッシュ・フロー

財務活動によるキャッシュ・フロー

現金及び現金同等物に係る換算差額

現金及び現金同等物の増減額

現金及び現金同等物の期首残高

現金及び現金同等物の四半期末残高

1,600

△2,444

△1,385

6

△2,222

14,476

12,254

2,834

△1,411

△673

72

821

15,920

16,742

シャシばね

ケーブル 精密ばね
27.0％

23.3％

32.8％

80
40

H28/3期 29/3期

40 40

31/3期

31/3期 31/3期

31/3期 31/3期

284.1 43.6

29.3
46.9

40

90
50

（注）平成29年10 月１日付で普通株式10株を１株に併合しており、株式併合後の基
準で換算した１株当たり配当金を記載しております。

（単位：百万円）

※その他
16.9％

※その他には自動車用品・建築用部品他を含んでおります。

1株当たり
配当金

（単位:円）

■ 中間期　■ 期末

会社情報 （平成30年9月30日現在）

設立

資本金

従業員数

製品区分

本社所在地

主要な事業所

昭和23年12月25日

108億3,720万円

1,246名

自動車用部品（シャシばね、精密ばね、ケーブル）、
その他（自動車用品・建築用部品他）

〒458-8505
名古屋市緑区鳴海町字上汐田68番地
電話（052）623-1111（総合案内）

本社工場（名古屋市緑区）
碧南工場（愛知県碧南市）
三好工場（愛知県みよし市）
藤岡工場（愛知県豊田市）
技術センター（愛知県みよし市）
東日本営業所（栃木県塩谷郡高根沢町）
西日本営業所（大阪府吹田市）

会社概要 役　　員

関　係　会　社
中発運輸株式会社
株式会社東郷ケーブル
株式会社セプラス
中発精工株式会社
中発販売株式会社
株式会社リーレックス
株式会社岐阜中発
株式会社エフ.イー . シーチェーン
株式会社長崎中発
中発テクノ株式会社

CHUHATSU North America,Inc.
中發工業股份有限公司
CHUHATSU （THAILAND） CO.,LTD. 
P.T. CHUHATSU INDONESIA
P.T. CHUHATSU TECHNO INDONESIA  
天津中発華冠機械有限公司
天津中星汽車零部件有限公司
天津隆星弾簧有限公司
昆山中発六和機械有限公司
昆山中和弾簧有限公司
孝感中発六和汽車零部件有限公司

愛知県

岐阜県
静岡県
長崎県
青森県

米国
台湾
タイ
インドネシア

中国国 内
10社

海 外
11社

（注）  ※代表取締役　●社外取締役　◆社外監査役

髙江　　曉
濱口　宏之
小出　健太
柴　　晴彦
三浦　紀文
三浦　俊宏

山口　孝之
岩瀬　隆広
近藤　禎人
山本　秀樹

松本　健志
鈴木　　聡
稲垣　昭弘
平田　雄一
米倉　浩司
榊原　鉄也

取締役社長
取締役副社長
取締役専務
常務取締役
常務取締役
取締役

常勤監査役
監査役
監査役
監査役

常務執行役員
常務執行役員
常務執行役員
執行役員
執行役員
執行役員

※
※
※

●

◆
◆
◆

トピックス

設立70周年

企業内保育園 “ばねっこハウス” 開園
　10月1日に企業内保育園を開設いたしました。社内公募
により園名は�“ばねっこハウス”となりました。
　出産・育児をする社員が、安心して働ける環境を整備�
するとともに、保育園運営を通して、多様な人材の活躍を
支援し、より魅力的な企業を目指してまいります。

　当社は本年12月25日に設立70周年を迎えます。�
自動車の足回りのばねをメインに、精密ばねやコントロール�
ケーブルの専門メーカーとして事業を展開してまいりました。�
今後は電気自動車や非自動車分野の製品も手がけ、�
すべてのステークホルダーの皆様に愛される企業を目指して
まいります。

働き方改革

表紙のデザイン

　設立70周年の節目に、コーポレートキャラクターを決定
いたしました。誰もが一度は公園で見かけたことのあるばね�
遊具に、子どもが乗っている姿がモチーフとなっています。�
皆様の足元を支えるばね、そのばねが未来へ飛躍する�
イメージを表現しています。

コーポレートキャラクターが決定

ホームページのご案内
当社に関するより詳細な情報については、当社ホームペー
ジをご覧ください。企業活動や製品に関する情報など、幅広
く情報を提供しております。またIR情報ページには、業績ハ
イライトやこれまでの決算短信なども掲載しております。

http://www.chkk.co.jp/

▲トップページ ▲IR情報ページ

運動部の活動

　全日本実業団対抗駅伝競走大会への出場に向けて、�
厳しいトレーニングを積んでいます。今年は、国内での�
合宿に加え、ケニアの高地での合宿にも参加してきました。
皆様の期待に応えられるよう、さらに心身ともに鍛えてまいり
ます。

陸上部
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（単位:億円）売上高

日本
（単位:億円）売上高

北米

（単位:億円）売上高

中国
（単位:億円）売上高

アジア

中間期 通期 中間期 通期

中間期 通期 中間期 通期

平成31年3月期 第2四半期

連結貸借対照表 製品別売上構成

30.9.30現在科　　目 当第2四半期末
30.3.31現在
前期末

〔資産の部〕

　流動資産

　固定資産

資産合計

〔負債の部〕

　流動負債

　固定負債

負債合計

〔純資産の部〕

　株主資本

　その他の包括利益累計額

　非支配株主持分

純資産合計

負債純資産合計

38,954

48,896

87,851

21,885

7,403

29,288

44,949

9,780

3,831

58,562

87,851

35,959

50,395

86,354

16,825

9,919

26,744

45,512

10,302

3,794

59,609

86,354

（単位：百万円）

連結損益計算書 連結キャッシュ・フロー計算書

30.4.1～30.9.30科　　目 当第2四半期累計
29.4.1～29.9.30
前第2四半期累計

売上高
　売上原価
売上総利益
　販売費及び一般管理費
営業利益
　営業外収益
　営業外費用
経常利益
　特別損失
税金等調整前四半期純利益
　法人税、住民税及び事業税
　法人税等調整額
四半期純利益
　非支配株主に帰属する四半期純利益
親会社株主に帰属する四半期純利益

40,010
34,914
5,095
4,067
1,028

595
167
1,456

2
1,454

292
96

1,065
124
940

40,410
35,138
5,271
4,109
1,162

330
210
1,281

80
1,201

236
238
726
26
700

（単位：百万円）

30.4.1～30.9.30科　　目 当第2四半期累計
29.4.1～29.9.30
前第2四半期累計

営業活動によるキャッシュ・フロー

投資活動によるキャッシュ・フロー

財務活動によるキャッシュ・フロー

現金及び現金同等物に係る換算差額

現金及び現金同等物の増減額

現金及び現金同等物の期首残高

現金及び現金同等物の四半期末残高

1,600

△2,444

△1,385

6

△2,222

14,476

12,254

2,834

△1,411

△673

72

821

15,920

16,742

シャシばね

ケーブル 精密ばね
27.0％

23.3％

32.8％

80
40

H28/3期 29/3期

40 40

31/3期

31/3期 31/3期

31/3期 31/3期

284.1 43.6

29.3
46.9

40

90
50

（注）平成29年10 月１日付で普通株式10株を１株に併合しており、株式併合後の基
準で換算した１株当たり配当金を記載しております。

（単位：百万円）

※その他
16.9％

※その他には自動車用品・建築用部品他を含んでおります。

1株当たり
配当金

（単位:円）

■ 中間期　■ 期末

会社情報 （平成30年9月30日現在）

設立

資本金

従業員数

製品区分

本社所在地

主要な事業所

昭和23年12月25日

108億3,720万円

1,246名

自動車用部品（シャシばね、精密ばね、ケーブル）、
その他（自動車用品・建築用部品他）

〒458-8505
名古屋市緑区鳴海町字上汐田68番地
電話（052）623-1111（総合案内）

本社工場（名古屋市緑区）
碧南工場（愛知県碧南市）
三好工場（愛知県みよし市）
藤岡工場（愛知県豊田市）
技術センター（愛知県みよし市）
東日本営業所（栃木県塩谷郡高根沢町）
西日本営業所（大阪府吹田市）

会社概要 役　　員

関　係　会　社
中発運輸株式会社
株式会社東郷ケーブル
株式会社セプラス
中発精工株式会社
中発販売株式会社
株式会社リーレックス
株式会社岐阜中発
株式会社エフ.イー . シーチェーン
株式会社長崎中発
中発テクノ株式会社

CHUHATSU North America,Inc.
中發工業股份有限公司
CHUHATSU （THAILAND） CO.,LTD. 
P.T. CHUHATSU INDONESIA
P.T. CHUHATSU TECHNO INDONESIA  
天津中発華冠機械有限公司
天津中星汽車零部件有限公司
天津隆星弾簧有限公司
昆山中発六和機械有限公司
昆山中和弾簧有限公司
孝感中発六和汽車零部件有限公司

愛知県

岐阜県
静岡県
長崎県
青森県

米国
台湾
タイ
インドネシア

中国国 内
10社

海 外
11社

（注）  ※代表取締役　●社外取締役　◆社外監査役

髙江　　曉
濱口　宏之
小出　健太
柴　　晴彦
三浦　紀文
三浦　俊宏

山口　孝之
岩瀬　隆広
近藤　禎人
山本　秀樹

松本　健志
鈴木　　聡
稲垣　昭弘
平田　雄一
米倉　浩司
榊原　鉄也

取締役社長
取締役副社長
取締役専務
常務取締役
常務取締役
取締役

常勤監査役
監査役
監査役
監査役

常務執行役員
常務執行役員
常務執行役員
執行役員
執行役員
執行役員

※
※
※

●

◆
◆
◆

トピックス

設立70周年

企業内保育園 “ばねっこハウス” 開園
　10月1日に企業内保育園を開設いたしました。社内公募
により園名は�“ばねっこハウス”となりました。
　出産・育児をする社員が、安心して働ける環境を整備�
するとともに、保育園運営を通して、多様な人材の活躍を
支援し、より魅力的な企業を目指してまいります。

　当社は本年12月25日に設立70周年を迎えます。�
自動車の足回りのばねをメインに、精密ばねやコントロール�
ケーブルの専門メーカーとして事業を展開してまいりました。�
今後は電気自動車や非自動車分野の製品も手がけ、�
すべてのステークホルダーの皆様に愛される企業を目指して
まいります。

働き方改革

表紙のデザイン

　設立70周年の節目に、コーポレートキャラクターを決定
いたしました。誰もが一度は公園で見かけたことのあるばね�
遊具に、子どもが乗っている姿がモチーフとなっています。�
皆様の足元を支えるばね、そのばねが未来へ飛躍する�
イメージを表現しています。

コーポレートキャラクターが決定

ホームページのご案内
当社に関するより詳細な情報については、当社ホームペー
ジをご覧ください。企業活動や製品に関する情報など、幅広
く情報を提供しております。またIR情報ページには、業績ハ
イライトやこれまでの決算短信なども掲載しております。

http://www.chkk.co.jp/

▲トップページ ▲IR情報ページ

運動部の活動

　全日本実業団対抗駅伝競走大会への出場に向けて、�
厳しいトレーニングを積んでいます。今年は、国内での�
合宿に加え、ケニアの高地での合宿にも参加してきました。
皆様の期待に応えられるよう、さらに心身ともに鍛えてまいり
ます。

陸上部
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（単位:億円）売上高
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（単位:億円）売上高

北米

（単位:億円）売上高

中国
（単位:億円）売上高

アジア

中間期 通期 中間期 通期

中間期 通期 中間期 通期

平成31年3月期 第2四半期

連結貸借対照表 製品別売上構成

30.9.30現在科　　目 当第2四半期末
30.3.31現在
前期末

〔資産の部〕

　流動資産

　固定資産

資産合計

〔負債の部〕

　流動負債

　固定負債

負債合計

〔純資産の部〕

　株主資本

　その他の包括利益累計額

　非支配株主持分

純資産合計

負債純資産合計

38,954

48,896

87,851

21,885

7,403

29,288

44,949

9,780

3,831

58,562

87,851

35,959

50,395

86,354

16,825

9,919

26,744

45,512

10,302

3,794

59,609

86,354

（単位：百万円）

連結損益計算書 連結キャッシュ・フロー計算書

30.4.1～30.9.30科　　目 当第2四半期累計
29.4.1～29.9.30
前第2四半期累計

売上高
　売上原価
売上総利益
　販売費及び一般管理費
営業利益
　営業外収益
　営業外費用
経常利益
　特別損失
税金等調整前四半期純利益
　法人税、住民税及び事業税
　法人税等調整額
四半期純利益
　非支配株主に帰属する四半期純利益
親会社株主に帰属する四半期純利益

40,010
34,914
5,095
4,067
1,028

595
167
1,456

2
1,454

292
96

1,065
124
940

40,410
35,138
5,271
4,109
1,162

330
210
1,281

80
1,201

236
238
726
26
700

（単位：百万円）

30.4.1～30.9.30科　　目 当第2四半期累計
29.4.1～29.9.30
前第2四半期累計

営業活動によるキャッシュ・フロー

投資活動によるキャッシュ・フロー

財務活動によるキャッシュ・フロー

現金及び現金同等物に係る換算差額

現金及び現金同等物の増減額

現金及び現金同等物の期首残高

現金及び現金同等物の四半期末残高

1,600

△2,444

△1,385

6

△2,222

14,476

12,254

2,834

△1,411

△673

72

821

15,920

16,742

シャシばね

ケーブル 精密ばね
27.0％

23.3％

32.8％

80
40

H28/3期 29/3期

40 40

31/3期

31/3期 31/3期

31/3期 31/3期

284.1 43.6

29.3
46.9

40

90
50

（注）平成29年10 月１日付で普通株式10株を１株に併合しており、株式併合後の基
準で換算した１株当たり配当金を記載しております。

（単位：百万円）

※その他
16.9％

※その他には自動車用品・建築用部品他を含んでおります。

1株当たり
配当金

（単位:円）

■ 中間期　■ 期末

会社情報 （平成30年9月30日現在）

設立

資本金

従業員数

製品区分

本社所在地

主要な事業所

昭和23年12月25日

108億3,720万円

1,246名

自動車用部品（シャシばね、精密ばね、ケーブル）、
その他（自動車用品・建築用部品他）

〒458-8505
名古屋市緑区鳴海町字上汐田68番地
電話（052）623-1111（総合案内）

本社工場（名古屋市緑区）
碧南工場（愛知県碧南市）
三好工場（愛知県みよし市）
藤岡工場（愛知県豊田市）
技術センター（愛知県みよし市）
東日本営業所（栃木県塩谷郡高根沢町）
西日本営業所（大阪府吹田市）
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関　係　会　社
中発運輸株式会社
株式会社東郷ケーブル
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株式会社エフ.イー . シーチェーン
株式会社長崎中発
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天津隆星弾簧有限公司
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愛知県

岐阜県
静岡県
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青森県

米国
台湾
タイ
インドネシア

中国国 内
10社

海 外
11社
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企業内保育園 “ばねっこハウス” 開園
　10月1日に企業内保育園を開設いたしました。社内公募
により園名は�“ばねっこハウス”となりました。
　出産・育児をする社員が、安心して働ける環境を整備�
するとともに、保育園運営を通して、多様な人材の活躍を
支援し、より魅力的な企業を目指してまいります。

　当社は本年12月25日に設立70周年を迎えます。�
自動車の足回りのばねをメインに、精密ばねやコントロール�
ケーブルの専門メーカーとして事業を展開してまいりました。�
今後は電気自動車や非自動車分野の製品も手がけ、�
すべてのステークホルダーの皆様に愛される企業を目指して
まいります。

働き方改革

表紙のデザイン

　設立70周年の節目に、コーポレートキャラクターを決定
いたしました。誰もが一度は公園で見かけたことのあるばね�
遊具に、子どもが乗っている姿がモチーフとなっています。�
皆様の足元を支えるばね、そのばねが未来へ飛躍する�
イメージを表現しています。

コーポレートキャラクターが決定

ホームページのご案内
当社に関するより詳細な情報については、当社ホームペー
ジをご覧ください。企業活動や製品に関する情報など、幅広
く情報を提供しております。またIR情報ページには、業績ハ
イライトやこれまでの決算短信なども掲載しております。

http://www.chkk.co.jp/
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　全日本実業団対抗駅伝競走大会への出場に向けて、�
厳しいトレーニングを積んでいます。今年は、国内での�
合宿に加え、ケニアの高地での合宿にも参加してきました。
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（単位:億円）売上高

日本
（単位:億円）売上高

北米

（単位:億円）売上高

中国
（単位:億円）売上高

アジア

中間期 通期 中間期 通期

中間期 通期 中間期 通期

平成31年3月期 第2四半期

連結貸借対照表 製品別売上構成

30.9.30現在科　　目 当第2四半期末
30.3.31現在
前期末

〔資産の部〕

　流動資産

　固定資産

資産合計

〔負債の部〕

　流動負債

　固定負債

負債合計

〔純資産の部〕

　株主資本

　その他の包括利益累計額

　非支配株主持分

純資産合計

負債純資産合計

38,954

48,896

87,851

21,885

7,403

29,288

44,949

9,780

3,831

58,562

87,851

35,959

50,395

86,354

16,825

9,919

26,744

45,512

10,302

3,794

59,609

86,354

（単位：百万円）

連結損益計算書 連結キャッシュ・フロー計算書

30.4.1～30.9.30科　　目 当第2四半期累計
29.4.1～29.9.30
前第2四半期累計

売上高
　売上原価
売上総利益
　販売費及び一般管理費
営業利益
　営業外収益
　営業外費用
経常利益
　特別損失
税金等調整前四半期純利益
　法人税、住民税及び事業税
　法人税等調整額
四半期純利益
　非支配株主に帰属する四半期純利益
親会社株主に帰属する四半期純利益

40,010
34,914
5,095
4,067
1,028

595
167
1,456

2
1,454

292
96

1,065
124
940

40,410
35,138
5,271
4,109
1,162

330
210
1,281

80
1,201

236
238
726
26
700

（単位：百万円）

30.4.1～30.9.30科　　目 当第2四半期累計
29.4.1～29.9.30
前第2四半期累計

営業活動によるキャッシュ・フロー

投資活動によるキャッシュ・フロー

財務活動によるキャッシュ・フロー

現金及び現金同等物に係る換算差額

現金及び現金同等物の増減額

現金及び現金同等物の期首残高

現金及び現金同等物の四半期末残高

1,600

△2,444

△1,385

6

△2,222

14,476

12,254

2,834

△1,411

△673

72

821

15,920

16,742

シャシばね

ケーブル 精密ばね
27.0％

23.3％

32.8％

80
40

H28/3期 29/3期

40 40

31/3期

31/3期 31/3期

31/3期 31/3期

284.1 43.6

29.3
46.9

40

90
50

（注）平成29年10 月１日付で普通株式10株を１株に併合しており、株式併合後の基
準で換算した１株当たり配当金を記載しております。

（単位：百万円）

※その他
16.9％

※その他には自動車用品・建築用部品他を含んでおります。

1株当たり
配当金

（単位:円）

■ 中間期　■ 期末

会社情報 （平成30年9月30日現在）

設立

資本金

従業員数

製品区分

本社所在地

主要な事業所

昭和23年12月25日

108億3,720万円

1,246名

自動車用部品（シャシばね、精密ばね、ケーブル）、
その他（自動車用品・建築用部品他）

〒458-8505
名古屋市緑区鳴海町字上汐田68番地
電話（052）623-1111（総合案内）

本社工場（名古屋市緑区）
碧南工場（愛知県碧南市）
三好工場（愛知県みよし市）
藤岡工場（愛知県豊田市）
技術センター（愛知県みよし市）
東日本営業所（栃木県塩谷郡高根沢町）
西日本営業所（大阪府吹田市）

会社概要 役　　員

関　係　会　社
中発運輸株式会社
株式会社東郷ケーブル
株式会社セプラス
中発精工株式会社
中発販売株式会社
株式会社リーレックス
株式会社岐阜中発
株式会社エフ.イー . シーチェーン
株式会社長崎中発
中発テクノ株式会社

CHUHATSU North America,Inc.
中發工業股份有限公司
CHUHATSU （THAILAND） CO.,LTD. 
P.T. CHUHATSU INDONESIA
P.T. CHUHATSU TECHNO INDONESIA  
天津中発華冠機械有限公司
天津中星汽車零部件有限公司
天津隆星弾簧有限公司
昆山中発六和機械有限公司
昆山中和弾簧有限公司
孝感中発六和汽車零部件有限公司
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岐阜県
静岡県
長崎県
青森県

米国
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タイ
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中国国 内
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海 外
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企業内保育園 “ばねっこハウス” 開園
　10月1日に企業内保育園を開設いたしました。社内公募
により園名は�“ばねっこハウス”となりました。
　出産・育児をする社員が、安心して働ける環境を整備�
するとともに、保育園運営を通して、多様な人材の活躍を
支援し、より魅力的な企業を目指してまいります。

　当社は本年12月25日に設立70周年を迎えます。�
自動車の足回りのばねをメインに、精密ばねやコントロール�
ケーブルの専門メーカーとして事業を展開してまいりました。�
今後は電気自動車や非自動車分野の製品も手がけ、�
すべてのステークホルダーの皆様に愛される企業を目指して
まいります。

働き方改革

表紙のデザイン

　設立70周年の節目に、コーポレートキャラクターを決定
いたしました。誰もが一度は公園で見かけたことのあるばね�
遊具に、子どもが乗っている姿がモチーフとなっています。�
皆様の足元を支えるばね、そのばねが未来へ飛躍する�
イメージを表現しています。

コーポレートキャラクターが決定

ホームページのご案内
当社に関するより詳細な情報については、当社ホームペー
ジをご覧ください。企業活動や製品に関する情報など、幅広
く情報を提供しております。またIR情報ページには、業績ハ
イライトやこれまでの決算短信なども掲載しております。

http://www.chkk.co.jp/

▲トップページ ▲IR情報ページ

運動部の活動

　全日本実業団対抗駅伝競走大会への出場に向けて、�
厳しいトレーニングを積んでいます。今年は、国内での�
合宿に加え、ケニアの高地での合宿にも参加してきました。
皆様の期待に応えられるよう、さらに心身ともに鍛えてまいり
ます。

陸上部
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○　新製品・新技術の開発　－バッテリーパック減圧弁－
　　�　EV車に搭載されるリチウムイオンバッテリーに異常が発生した際、車両への

被害を軽減するために開発された減圧弁が、2018年6月から量産化されました。
　　�　バッテリーに異常が発生した際、パック内の急激な圧力上昇を抑え、車両�

への被害を軽減する機能を有しています。
　　�　この製品は、完成状態で全数特性検査を実施することで、製品の個体識別番号
から完全なトレーサビリティ管理を実現しております。

　　�　今後、EV車が普及する中で、このような安全装置の需要は増え、さらなる�
拡販が見込まれます。

○　非自動車分野へのビジネス拡大　－鉄道業界へのチャレンジ－
　　�　自動車のシートのリクライニング機能に使用される、渦巻きばねの技術を�

活かし、鉄道向け製品の開発にも取り組んでおります。
　　�　電車に電力を供給する架線の、張力を保つために使用される、巨大渦巻きばね

の商品化を進めております。
　　�　鉄道のレール締結用板ばねとともに、非自動車分野へも積極的に受注活動
を進めてまいります。

株主メモ

株式情報 （平成30年9月30日現在）

所有者別
株式分布状況

事 業 年 度

定 時 株 主 総 会

基 準 日

公 告 方 法

4月１日から翌年3月31日まで

6月

定時株主総会の議決権　3月31日

期末配当　　　　　　　3月31日

中間配当　　　　　　　9月30日

電子公告
決算公告に代えて、貸借対照表および
損益計算書は、金融商品取引法に基づ
く有価証券報告書等の開示書類に関す
る電子開示システム（EDINET）にて開
示しております。

※

株 主 名 簿 管 理 人

       （連絡先）

特別口座の口座管理機関

単 元 株 式 数

証 券 コ ー ド

上 場 取 引 所

三井住友信託銀行株式会社

100株

5992

東京証券取引所、名古屋証券取引所

三菱UFJ信託銀行株式会社

　三菱UFJ信託銀行株式会社 証券代行部

　東京都府中市日鋼町1-1

　電話 0120-232-711（通話料無料）

　郵送先 〒137-8081

 新東京郵便局私書箱第29号

 三菱UFJ信託銀行株式会社 証券代行部

発行可能株式総数　
発行済株式総数　
株主数

20,000,000 株
6,385,599 株

3,554 名

株式の状況

大株主

1,539

478

309

308

304

227

170

161

139

131

24.58

7.64

4.93

4.93

4.86

3.62

2.72

2.57

2.22

2.09

金融機関

証券会社

その他国内法人

個人・その他
18.2%

外国法人

株　主　名 持株数（千株） 出資比率（％）

トヨタ自動車株式会社

愛知製鋼株式会社

中発取引先持株会

株式会社三菱UFJ銀行

株式会社三井住友銀行

東京海上日動火災保険株式会社

第一生命保険株式会社

日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社（信託口）

日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口）

あいおいニッセイ同和損害保険株式会社

28.6%

0.4%

47.1%

5.7%

（注）出資比率は、自己株式（122,830株）を控除して計算しております。

株主の皆様には、平素は格別のご高配を賜り、厚くお礼
申し上げます。
当社第96期中間期（平成30年４月１日から平成30年
９月30日まで）の事業の概況につきましてご報告申し
上げます。

平成30年11月

当中間期の概況

　当第２四半期連結累計期間における国内自動車生
産台数は、相次ぐ自然災害の影響により、前年同四半
期と比べ、減少いたしました。海外においては、北米の
コントロールケーブルの需要減少、インドネシアにお
ける売上高減少があったもの、引き続き好調な中国お
よびタイの売上高増加により、海外拠点全体での売上
高はほぼ横ばいとなりました。
　このような状況下において、当社グループでは将来
に向けた持続的な発展を目指し、既存製品の競争力強
化に加え、新製品・新技術の開発、異業種への積極的参
入に取り組んでおります。さらに上記のような新たな
市場の要請に確実に応えることができるよう、経営体
制の強化や社内組織の統廃合、現有戦力を最大活用で
きる人事制度改革を進め、従業員を含めたすべてのス
テークホルダーが夢と誇りを持てる企業を目指して
まいります。
　技術面におきましては、自動車の電動化や自動運転

技術に対応した製品などの技術開発をさらに強化し
て、商品力の向上を進めてまいります。
　生産技術面では新規業種、新製品に対応できるよ
う、より高度でコンパクト、高効率の設備・工程開発を
進めております。
　海外事業につきましては、自動車メーカーをはじめ
とした市場の海外シフト拡大に追従し、生産拡大はも
とより、部品・材料調達、営業拠点の現地化を推進して
おります。
　また、拡販活動としては、昨年に引き続き、鉄道関係な
どの非自動車製品の開発・拡販活動を、進めてまいります。
　当社グループを取り巻く経営環境は、依然として厳しい
状況が続くものと予想されますが、“One Team !! ”を合
言葉にグループ一丸となって、競争力を高め、既存分野
の売上拡大、新分野への拡販にチャレンジしていきます。
　株主の皆様におかれましては、今後も一層のご支援
とご指導を賜りますようお願い申し上げます。

代表取締役社長 髙江　曉

株主の皆様へ

　当社のビジネス拡大に向け、グループ一丸となった拡販活動と、競争力強化の
取り組みを紹介いたします。

ビジネス拡大への取り組み

競争力強化への取り組み
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連結決算ハイライト

0

株主の皆様へ

シートリクライニング用
渦巻きばね

鉄道用巨大
渦巻きばね

バッテリーパック減圧弁

「その技術で次なるステージへ」

証券コード：5992

技 術 と 情 熱 が 創 り 出 す 価 値 あ る 商 品 を 未 来 へ 世 界 へ

第96期中間報告書
平成30年４月１日 ▲ 平成30年９月30日
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